
【背景】深層学習(DL)の 1つである Convolutional Neural 
Network (CNN)は，優れた画像認識タスクを有する AI学習
アーキテクチャである。CNNにより開発された AIモデル
は，その認識精度の高さから，医用画像診断分野での研究

開発が進められている。血液像検査は異型細胞や異常細胞

など分類困難症例に遭遇することも多く，多様な細胞形態

に対応可能な画像認識技術が求められている。本研究では，

顆粒球系幼若細胞の鑑別技術として CNNアンサンブル
AIモデルの有用性について検討を行った。
【目的】本研究の目的は，血液像検査における顆粒球系幼

若細胞鑑別 AIモデルの確立である。
【方法】AIモデルの構築には ResNet-18/34/50/101/152を用
い，有核血球 9分類を行うためのシングル AIモデル
(SM)と複数の ResNetを組み合わせたアンサンブル AIモデ
ル(EM)とを作成した。深層学習用データセットは，成熟白
血球と顆粒球系幼若細胞とで構成されるラベル付血球画像

1900枚(学習用 1520枚，検証用 380枚)とした。9種類の最
適化手法と Fine-tuningによる学習を行い，最適な重み付け

がなされた AIモデルを得た。各 AIモデルについてホール
ドアウト検証と，臨床評価標本による検証を行った。AIに
よる推論分類結果は目視分類結果と比較し，Total 
accuracy，Recall，Precision，F-measureを算出した。
【臨床評価】臨床評価対象は，健常人MGG染色標本 25例，
顆粒球系幼弱細胞出現MGG染色標本 25例とした。
【結果】ホールドアウト検証における各 AIモデルの Total 
accuracyの最低－最高精度は，SMにおいて 0.8026－
0.9000，EMにおいて 0.8263－0.8947であった。一方，最良
AIモデルを使用した臨床評価における症例群毎の Total 
accuracyは，健常人で SMは 0.845，EMは 0.876，顆粒系幼
弱細胞出現症例で SMは 0.844，EMは 0.8559であった。
【考察】顆粒球系幼弱細胞の鑑別 AIモデルにおいて
EMは SMに比較して高精度な AIモデルであり，鑑別支援
AI技術として有用であることが示唆された。
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